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年
金
支
給
額
を
抑
制
す
る
新
た
な
ル

ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
年
金
制
度
改
革
法

案
が
衆
議
院
を
通
過
し
た
。
同
法
案
は

年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
現

役
世
代
の
賃
金
が
下
落
し
た
場
合
は
引

き
下
げ
を
徹
底
す
る
も
の
だ
。
政
府
は

「
将
来
の
年
金
財
源
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
２

０
５
０
年
に
は
高
齢
化
率
が
40
％
。
非

正
規
が
４
割
を
超
え
て
い
る
状
況
で
更

な
る
経
済
悪
化
を
招
き
年
金
財
源
も
悪

化
す
る
。
政
府
の
す
べ
き
こ
と
は
目
先

の
年
金
削
減
策
で
は
な
く
、
労
働
者
側

か
ら
見
た
働
き
方
改
革
で
は
な
い
か
。

寒波が襲う中、全道から800人が参加

病
院
の
医
療
機
能
の
充
実
②

医
師
の
働
き
や
す
い
環
境
の

た
め
に
医
師
の
増
員
③
北
海

道
か
ら
各
関
係
機
関
へ
の
働

き
か
け
を
趣
旨
と
す
る
４
，

０
５
９
筆
の
署
名
を
11
月
29

日
、
北
海
道
知
事
に
提
出
し

た
。
ま
た
、
道
議
会
各
会
派

へ
も
要
請
を
行
っ
た
。

病
院
存
続
へ
の
不
安
の
声
も

多
く
寄
せ
ら
れ
、
署
名
行
動

を
通
じ
て
自
治
体
職
員
へ
の

期
待
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

住
民
は
職
員
と
の
対
話
を
求

め
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

そ
の
後
も
桧
山
地
本
の
協

力
を
得
な
が
ら
行
動
を
継
続

し
、
町
民
の
総
意
と
し
て
①

　

町
立
松
前
病
院
は
２
０
１

６
年
10
月
か
ら
常
勤
医
が
７

人
か
ら
４
人
に
減
少
し
、
現

在
は
診
療
体
制
の
変
更
を
行

い
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
が

医
師
の
勤
務
が
過
重
と
な

り
、
医
師
確
保
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

11
月
19
～
20
日
、
町
立
松
前
病
院
の
医
療
機
能
の
充
実
と
医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
を
求
め
松
前
町
民
へ
の
署
名

行
動
を
行
い
、
松
前
町
労
連
の
ほ
か
渡
島
・
桧
山
地
本
各
単
組
・
連
合
渡
島
地
協
の
協
力
も
得
て
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
た
。
そ
の
後
も
松
前
町
労
連
を
中
心
に
継
続
的
に
取
り
組
み
を
行
い
、
11
月
29
日
、
高
橋
・
北
海
道
知

事
に
４
，
０
５
９
筆
の
署
名
を
提
出
し
た
。

プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
発
表
が
先
行
し

た
り
、
特
に
新
病
院
を
建
設

す
る
時
な
ど
今
後
の
動
向
に

十
分
注
意
し
、
取
り
組
み
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
さ
れ
る
地
域
医
療
を
守
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
治
体

病
院
で
働
く
組
合
員
の
、
労

働
条
件
や
雇
用
に
も
大
き
く

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
病

院
を
運
営
し
て
い
る
自
治
体

に
対
し
、
新
公
立
病
院
改
革

求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
の

減
少
に
合
わ
せ
患
者
数
も
減

る
こ
と
か
ら
、
病
床
削
減
や

経
営
形
態
の
変
更
・
近
隣
の

病
院
と
の
再
編
や
統
合
が
想

　

道
内
に
は
91
の
自
治
体
立

病
院
が
あ
る
が
、
現
在
、
厚

労
省
か
ら
は
地
域
医
療
構
想

が
、
総
務
省
か
ら
は
新
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
が

松
前
町
民
へ
の
署
名
行
動
を

行
っ
た
。

　

行
動
に
あ
た
り
奥
井
・
松

前
病
職
委
員
長
か
ら
「
病
院

の
組
合
員
は
現
場
の
先
生
の

疲
労
が
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
。
先
生
も
職
員
も
崖
っ
ぷ

ち
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
病
職
だ
け
で
の
取

り
組
み
は
難
し
く
、
改
め
て

自
治
労
の
組
織
力
に
感
謝
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

署
名
行
動
で
は
、
町
内
全

域
を
ま
わ
り
、
多
く
の
町
民

か
ら
「
あ
り
が
と
う
。
が
ん

ば
っ
て
」
と
激
励
の
言
葉
や

か
ら
相
次
い
で
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
な
し
崩
し
的
に
処

分
地
と
さ
れ
る
危
険
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
」
と
述
べ
、

そ
の
う
え
で
、「
泊
原
発
３
号

機
に
つ
い
て
は
再
稼
働
の
最

終
段
階
に
な
っ
た
が
、
２
０

１
８
年
以
降
に
ず
れ
込
む
こ

と
と
な
っ
た
。
泊
３
号
機
の

再
稼
働
を
許
さ
ず
、
大
間
原

　

11
月
23
日
、
北
海
道
内
を

寒
波
が
襲
う
中
「
幌
延
デ
ー

北
海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、

約
８
０
０
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
１
９
８
５
年

11
月
23
日
、
幌
延
町
で
核
廃

棄
研
究
施
設
の
調
査
が
強
行

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
今

年
で
31
回
目
を
迎
え
た
。

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
長
田
代
表
は
「
政
府

に
よ
る
最
終
処
分
場
の
選
定

も
加
速
し
て
い
る
。
核
抜
き

の
道
条
例
や
三
者
協
定
を
反

故
に
し
て
道
内
も
候
補
地
に

な
る
と
す
る
発
言
が
原
子
力

発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
）
や
原
子
力
開
発
機
構
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19日㈪　�戦争をさせない「総がかり行動」
　　　　（札幌市）
　　　　�道本部合同専従者会議
　　　　（札幌市・自治労会館）
20日㈫　�道本部第１回拡大闘争委員会
　　　　（札幌市・自治労会館）
　　　　�道本部組織強化・拡大行動委員会
　　　　（札幌市・自治労会館）
21日㈬　�第65回連合北海道地方委員会
　　　　（札幌市・札幌ガーデンパレス）

12月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

自
治
体
病
院
を
取
り
巻
く
状
況

最
終
処
分
地
に
は
さ
せ
な
い

11
・
23
幌
延
デ
ー

自
治
体
職
員
へ
の
期
待
を
実
感

医療の充実と医師の確保求める

「町民の総意」知事に提出

渡
島
・
桧
山
地
本
各
単
組
・
連

合
地
協
か
ら
も
参
加

北
海
道
に
署
名
を
提
出
＝
11
月
29
日

松
前
町
内
全
域
を
ま
わ
り
署
名
行
動
を
行
な
う

発
の
中
止
を
求
め
る
と
と
も

に
、
北
海
道
に
核
を
持
ち
こ

ま
せ
な
い
、
最
終
処
分
場
に

さ
せ
な
い
た
た
か
い
を
全
国

の
み
な
さ
ん
と
連
帯
し
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
連
帯
と
決
意
表

明
が
各
団
体
か
ら
行
わ
れ

た
。
集
会
後
に
は
、
幌
延

町
内
を
デ
モ
行
進
し
「
幌
延

に
、
北
海
道
に
核
の
ゴ
ミ
は

持
ち
込
ま
せ
な
い
」
と
訴
え

た
。

申 請
受付中

詳細は所属組合に問い合わせ願います。

2016年12月16日（金）厳守

家屋の全壊（10万円程度）、
一部壊及び床上浸水（1～ 2万円程度）
※申請状況により金額を変更することがあります。

台風10号等により被災された自治労組合員
見
舞
金
申
請
方
法

災害見舞金

　

台
風
10
号
等
に
よ
り
被
害
に
あ
っ
た
組
合

員
・
家
族
や
関
係
自
治
体
へ
の
見
舞
金
、
災

害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
仲
間
へ
の
支
援
と

激
励
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
た
「
災
害
救
援

カ
ン
パ
」
は
４
，
８
３
６
，
２
３
４
円
（
11

／
28
現
在
）
を
集
約
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の

ご
協
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

集
約
し
た
カ
ン
パ
金
の
取
り
扱
い
は
、
多

く
の
自
治
体
で
被
災
し
て
い
る
実
態
か
ら
、

連
合
北
海
道
で
実
施
し
て
い
る
カ
ン
パ
へ
拠

出
す
る
と
と
も
に
、
今
回
被
災
さ
れ
た
組
合

員
へ
の
「
災
害
見
舞
金
」
に
充
て
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
に

よ
る
申
請
で
単
組
の
証
明
が
必
要
で
す
。

台風
10号

災害救援カンパ集約

4,836,234円

見舞金の対象

対象被災規模

申請期限

申請方法

「道条例」「三者協定」って？

道�条例：「北海道における特定放
射性廃棄物に関する条例」

　（2000年10月制定）
【条例の内容は？】
　●�「特定放射性廃棄物の持込みは慎

重に対処すべきであり、受け入れ
難いことを宣言する」としている。

三�者協定：「幌延町における深地
層の研究に関する協定書」

　（2000年11月締結）
【三者とは？】
　●�①北海道　②幌延町
　　③核燃サイクル機構

【協定の内容は？】
　●�研究期間中・終了後も放射性廃棄

物は持ち込むことや使用すること
はない。

　●�研究終了後は地上施設を閉鎖し、
地下施設は埋め戻す。

　●�研究実施区域を将来とも放射性廃
棄物の最終処分場としない。

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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久
し
ぶ
り
に

「
５
確
６
条
」

と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
。
ど
れ

だ
け
の
人
た
ち

が
こ
の
意
味
や

た
た
か
い
を
知

っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　

１
９
７
４
年
の
公
務
員
賃

上
げ
「
５
月
確
定
６
月
条
例

化
」
の
闘
争
は
、
半
日
ス
ト

を
２
回
も
実
施
す
る
労
使
緊

張
感
を
持
っ
た
闘
い
だ
っ
た

と
先
輩
か
ら
聞
い
た
（
い
っ

た
い
い
つ
の
先
輩
か
！
）。

　

い
つ
も
当
局
は
賃
金
の
交

渉
を
す
る
際
に
、
人
事
院
が

こ
の
よ
う
に
勧
告
し
た
か

ら
、
国
の
給
与
が
こ
う
だ
か

ら
と
言
う
。
参
考
に
、
と
言

う
の
な
ら
ま
だ
い
い
。
労
働

組
合
に
「
５
確
６
条
」
と
い

う
言
葉
の
た
た
か
い
の
意
義

が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当

局
も
、
賃
金
は
組
合
交
渉
に

よ
っ
て
労
使
双
方
が
合
意
し

た
後
、
議
会
で
条
例
化
が
さ

れ
決
定
す
る
。
賃
金
は
そ
の

自
治
体
の
給
与
条
例
な
の
だ

か
ら
、
国
に
支
配
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
当
局
が
ど

れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

過
去
の
こ
と
ば
か
り
話
す

と
、
今
の
青
年
層
に
嫌
が
ら

れ
る
と
思
い
つ
つ
、
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
と
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

（
土
田　

美
登
里
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

自動車整備を行なう組合員

デモ行進で「自衛隊を戦地に送るな」と訴える

毛布を使って簡易担架作りを体験

あたたかい炊き出しを受け取る参加者

300人が避難所を模擬体験 段ボールパーティションを組み立てる様子

　

奥
尻
町
は
北
海
道
の
最
西

端
に
位
置
し
日
本
海
に
浮
か

ぶ
小
さ
な
離
島
で
す
。
離
島

で
あ
る
た
め
、
他
の
自
治
体

と
は
違
っ
た
職
場
が
あ
り
、

今
回
は
そ
の
中
で
も
珍
し
い

「
自
動
車
整
備
工
場
」
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

通
常
、
自
動
車
の
整
備
・

車
検
と
い
え
ば
民
間
企
業
で

行
う
も
の
、
ま
れ
に
ユ
ー
ザ

ー
で
整
備
し
陸
運
局
で
検
査

を
行
う
方
も
い
る
み
た
い
で

す
が
、
そ
ん
な
中
、
奥
尻
町

で
は
自
治
体
職
員
が
、
軽
自

動
車
・
自
動
車
・
大
型
自
動

車
等
の
整
備
や
車
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
や
は
り
、
離
島

で
あ
る
が
故
に
、
島
外
で
整

備
・
車
検
を
受
け
る
と
な
る

と
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
さ
せ
、

町
民
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
、
１
９
７
４
年

度
か
ら
奥
尻
町
営
自
動
車
整

備
工
場
と
し
て
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
般
事
務
で
は

ス
ー
ツ
・
ネ
ク
タ
イ
等
々
で

す
が
、
整
備
工
場
で
は
オ
イ

ル
ま
み
れ
の
つ
な
ぎ
を
着
用

す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
で
、

労
働
環
境
的
に
は
事
務
と
は

雲
泥
の
差
が
あ
り
、
新
規
採

　

し

か

し
、
今
回

２
人
の
応

募
・
採
用

と
な
っ
た

こ
と
で
、

８
人
の
職

場
で
し
た

が
、
新
し

い
職
員
２

人
を
加
え

た
10
人
で

よ
り
一
丸

と

な

っ

て
、
町
民

の
経
済
的
福
利
増
進
の
た

め
、
働
い
て
い
ま
す
。（
奥
尻

町
職
・
横
田
稔
）

用
の
募
集
を
か
け
て
も
、
な

か
な
か
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

自
治
体
が
整
備
工
場
を
運
営

を
開
き
、
２
５
０
人
が
参
加

し
た
。
こ
の
集
会
は
、
同
日

午
前
、
安
倍
内
閣
が
南
ス
ー

ダ
ン
の
国
連
平

和

維
持

活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に

派
遣
す
る
陸
上

自
衛
隊
の
部
隊

に
、
安
全
保
障

関
連
法
に
基
づ

く
新
任
務
「
駆

け
つ
け
警
護
」

を
付
与
す
る
こ

と
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計

　

11
月
15
日
、
札
幌
市
で
戦

争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
委
員

会
が
「
11
・
15
緊
急
行
動
」

画
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
に

抗
議
す
る
も
の
。

　

集
会
で
は
、
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
長
田
代

表
は
「
本
日
の
政
府
決
定
に

対
し
強
く
抗
議
し
、
即
時
撤

回
を
求
め
る
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
北
海
道
憲
法
共

同
セ
ン
タ
ー
の
黒
澤
代
表
、

北
星
学
園
大
学
岩
本
教
授
、

室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
清
末

准
教
授
が
、
平
和
憲
法
に
反

す
る
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求

め
訴
え
た
。
そ
の
後
「
駆
け

つ
け
警
護
、
い
ま
す
ぐ
撤

回
」「
自
衛
隊
の
命
を
守
れ
」

と
訴
え
な
が
ら
デ
モ
行
進
を

行
っ
た
。

　

ま
た
し
て
も
強
行
採
決
が
行

わ
れ
た
。
今
国
会
の
強
行
採
決

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
年
金
カ
ッ
ト
法
案

で
の
２
度
目
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
い
て
は
ア
メ
リ

カ
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
経
済
効
果
も
な
く
、
雇
用
が

減
少
す
る
の
で
、
撤
退
す
る
」

と
言
っ
て
い
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
が
次
期
ア
メ
リ
カ
大

統
領
に
決
定
し
た
翌
日
の
こ
の

暴
挙
は
、
不
可
解
で
あ
り
断
じ

て
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
近
頃
の
農
政
論
議
は
攻

め
の
農
業
と
称
し
て
輸
出
倍
増

な
ど
産
業
面
の
論
議
に
片
寄
り

過
ぎ
て
い
る
。

　

先
進
国
で
圧
倒
的
に
低
い

「
自
給
率
の
向
上
」
や
「
農
村

維
持
再
生
」
な
ど
本
来
の
農
政

論
議
を
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

し
な
い
と
「
日
本
農
政
の
進
む

べ
き
道
」
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。

本来の農政論議をすべき

⑬
ささきさんの
� 国会だより

農
林
水
産
委
員
会
で
質
問
に

立
つ
＝
11
月
22
日

活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
」
と
し
、「
地
方
自
治
体
は

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
や

公
契
約
条
例
で
地
域
経
済
・

社
会
を
守
る
こ
と
が
必
要
な

時
代
に
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め

ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
終
わ
っ
て
い
な
い
」

と
す
る
指
摘
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
と
並
行
で
進
め
ら
れ
た
日

米
二
国
間
交
渉
に
つ
い
て
指

摘
し
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。

米
二
国
間
の
自
由
貿
易
協
定

な
ど
で
さ
ら
な
る
自
由
化
、

規
制
緩
和
が
迫
ら
れ
る
。
食

と
農
、
地
域
を
守
る
た
め
に

奮
闘
し
よ
う
」
と
述
べ
た
。

　

全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
点
や
現
状
認

識
が
報
告
さ
れ
、
岡
田
知
弘

京
都
大
学
大
学
院
教
授
は
、

政
権
の
進
め
る
地
方
創
生
に

つ
い
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
効
果
を

波
及
さ
せ
る
た
め
に
、
地
方

で
も
多
国
籍
企
業
が
自
由
に

　

11
月
25
～
26
日
、
札
幌
市

で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
食
と
み
ど
り
、
水
を

守
る
全
国
集
会
が
開
か
れ
、

全
国
か
ら
約
６
０
０
人
が
参

加
し
た
。

　

石
原
実
行
委
員
長
は
「
ト

ラ
ン
プ
が
次
期
大
統
領
と
な

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
は
ほ
ぼ
不

可
能
と
な
っ
た
。
今
後
、
日

て
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い

た
床
の
上
で
炊
き
出
し
を
試

食
し
、
避
難
所
空
間
を
体
験

し
た
。

　

そ
の
他
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
体
験
、
札
幌
市
防
災
協
会

の
協
力
に
よ
る
救
助
資
機
材

の
使
い
方
体
験
や
延
焼
防
止

の
た
め
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
体

験
、
日
本
赤
十
字
社
の
協
力

に
よ
る
非
常
用
持
ち
出
し
リ

ス
ト
ク
イ
ズ
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
模
擬
体
験
か
ら
、
防

災
・
減
災
の
理
解
を
深
め
た
。

あ
げ
、
自
治
体
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

地
域
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
な
ど

を
紹
介
し
「
自
ら
が
情
報
を

取
り
に
行
く
力
を
つ
け
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
「
人
が
集
う
と
い

ろ
ん
な
知
恵
が
出
て
く
る
。

万
が
一
の
時
に
は
知
恵
を
生

か
し
、
命
を
守
ろ
う
」
と
ま

と
め
た
。
そ
の
後
、
段
ボ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
組
立

根
本
昌
宏
教
授
か
ら
講
演
を

受
け
た
。
根
本
教
授
は
、「
高

機
能
な
段
ボ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
。
避
難
所
運
営
者
に

女
性
が
参
加
す
る
こ
と
で
女

性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
我

慢
さ
せ
な
い
配
慮
が
必
要
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
積
雪
寒

冷
地
被
災
の
問
題
点
と
し
て

「
暖
房
と
灯
り
と
情
報
」
を

　

開
会
に
あ
た
り
全
労
済
北

海
道
本
部
の
山
上
本
部
長
は

「
冬
型
災
害
の
備
え
に
つ
い

て
み
ん
な
で
話
し
合
え
る
き

っ
か
け
と
な
る
と
う
れ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

基
調
講
演
で
は
「
冬
の
万

が
一
を
生
き
抜
く
た
め
の
知

識
・
行
動
」
と
題
し
、
日
本

赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学
・

11
月
23
日
、
全
労
済
北
海
道
本
部
は
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
冬
季
体
験
型
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
ぼ

う
さ
い
タ
ウ
ン
」
を
開
い
た
。
全
労
済
の
組
合
員
や
そ

の
家
族
が
３
０
０
人
が
参
加
し
、
う
ち
自
治
労
か
ら
50

人
が
参
加
し
た
。

『
知
恵
』を
生
か
し
て
命
を
守
る

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ

即
時
撤
回
求
め
る

駆
け
つ
け

警　

護

第48回食とみどり、水を守る全国集会

全労済火災共済事業開始60周年記念

冬型災害の備え万全に


